
◎
子
ど
も
・
孫
の
成
長

　
孫
の
成
長
（
幕
張
・
志
村
幸

江
）
。

4人
の
孫
で
す
。成
長
が

楽
し
み
で
す
。
い
つ
の
ま
に
か

私
を
追
い
越
し
て
何
か
逆
転
さ

れ
て
る
感
じ
に
〝
シ
メ
シ
メ
”

と
楽
し
ん
で
い
ま
す
（
高
洲
・

石
田
や
す
子
）
。
子
供
の
成
長

（
幕
張
・
志
村
泰
）
。
私
の
生

き
が
い
は

3人
の
孫
達
の
成

長
で
す
。
特
に

2才
の
孫
と
遊

ん
で
る
時
は
幸
せ
を
感
じ
ま
す

（
花
見
川
・
斎
藤
邦
昭
）
。
小

学
校

4年
生
に
な
る
孫
娘
の

成
長
が
一
番
の
楽
し
み
と
生
き

が
い
で
す
（
花
見
川
・
髙
橋
正

司
）
。
子
供
（
二
男
）
の
こ
れ

か
ら
の
活
躍
・
躍
進
（
幕
張
・

志
村
豊
）
。
孫
の
成
長
を
見
る

の
が
日
々
の
楽
し
み
（
磯
辺
・

上
林
昭
一
）
。子
供
の
成
長（
真

砂
・
荒
井
響
）
。

2才

7ヶ
月

の
孫
と
公
園
で
遊
ん
だ
り
自

宅
で
パ
ズ
ル
を
し
た
り
な
ど
、

さ
さ
や
か
で
す
が
そ
れ
が
一
番

の
生
き
が
い
で
す
。
も
う
一
つ

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
収
束
に

向
か
っ
て
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ

を
応
援
に
ス
タ
ジ
ア
ム
ま
で
行

き
た
い
で
す
（
小
中
台
・
小
田

由
博
）
。
子
ど
も
の
成
長
（
小

仲
台
・
尾
沼
亜
梨
沙
）
。
高
齢

と
な
っ
た
今
、
夫
婦
で
温
泉
旅

行
に
行
く
の
が
生
き
甲
斐
で

し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
の
今
は
遠

出
が
出
来
ず
、
二
人
の
孫
を
家

に
呼
び
一
緒
に
過
ご
す
の
が
生

き
甲
斐
で
す
（
高
洲
・
大
井
久

子
）
。
①
孫
の
成
長
を
み
る
事

②
今
は
コ
ロ
ナ
で
駄
目
で
す

が
、
稲
毛
花
見
川
ゆ
う
ゆ
う
プ

ラ
ザ
で
風
呂
に
入
り
カ
ラ
オ
ケ

を
歌
う
事
で
す
③
年
に

2、

3

回
の
高
尾
山
の
山
登
り
で
す

（
柏
台
・
金
乗
柱
）
。ズ
バ
リ
孫

の
成
長
で
す
。
他
県
に
い
ま
す

が
、
動
画
が
送
ら
れ
て
く
る
の

で
手
に
取
る
よ
う
に
そ
の
成
長

が
わ
か
り
ま
す
（
み
つ
わ
台
・
み

つ
わ
プ
リ
ン
）
。市
内
に
い
る

9

人
の
孫
の
成
長
の
お
手
伝
い

!

（
四
街
道
・
伊
丹
侃
）
。一
人
っ

子
の
成
長
を
見
守
る
事
（
東
千

葉
・
高
木
一
也
）
。月
並
み
で
す

が
子
供
た
ち
の
成
長
（
小
仲
台
・

高
木
雅
美
）

◎
趣
味
を
楽
し
む

　
私
の
生
き
が
い
は
趣
味
の
詩

吟
と
シ
ャ
ン
ソ
ン
で
す
。
詩
吟

は

40年
以
上
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
は

15年
以
上
で
す
。
仲
間
が
出
来

る
の
が
う
れ
し
い
（
磯
辺
・
宮
崎

五
六
子
）
。
自
分
の
趣
味
追
及

（
今
は
ド
ロ
ー
ン
）
（
小
仲
台
・

富
永
政
美
）
。好
き
な
卓
球
を
生

涯
細
く
と
も
長
～
く
楽
し
み
な

が
ら
続
け
て
い
く
こ
と
で
す

（
小
中
台
・
福
田
雅
之
）
。

30年

以
上
続
け
て
い
る
社
交
ダ
ン
ス

で
す
。
週
に

4～

6日
踊
っ
て

い
ま
す
。
好
き
な
種
目
は
ワ
ル

ツ
。
競
技
会
に
も
出
て
い
ま
す
。

踊
れ
る
限
り
、
ず
っ
と
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
（
真
砂
・
相
京
喜

代
子
）
。以
前
は
趣
味
と
実
益
を

兼
ね
た
仕
事
が
生
き
が
い
で
し

た
。
引
退
後
は
各
種
の
趣
味
だ

け
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
趣
味

が
限
り
な
く
あ
り
人
生
が
足
り

ま
せ
ん
（
小
仲
台
・
田
渕
良
子
）。

散
歩
。
遠
出
が
出
来
な
い
昨
今

で
す
が
、
近
く
の
公
園
へ
の
散

歩
で
も
続
け
て
い
る
と
季
節

の
変
化
を
直
接
感
じ
る
こ
と

が
出
来
ま
す
（
真
砂
・
八
木

稔
）
。
今
、
川
柳
に
力
を
入
れ

て
ま
す
。
な
い
能
力
を
必
死
で

引
き
出
そ
う
と
頑
張
っ
て
ま

す
（
高
浜
・
林
三
津
子
）
。
私

の
生
き
が
い
は
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
マ
ラ
ソ
ン
や
ゴ
ル
フ
で
充

実
感
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
（
西

都
賀
・
小
林
正
和
）
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
（
花
見
川
・
匿

名
）
。友
人
と
の
卓
球
や
麻
雀
。

毎
朝
ラ
ジ
オ
体
操
、
輪
投
げ

等
。
友
達
一
杯
楽
し
い
で
す
。

4人
の
子
育
て
貧
乏
時
代
を

乗
り
越
え
て
、
現
在
自
分
の
足

で
歩
け
外
出
出
来
る
の
が
生

き
が
い
で
す
ね
（
千
城
台
・
渡

弘
子
）
。
今
年
も
夫
婦
で
ゴ
ル

フ
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
そ
れ

に
は
二
人
と
も
健
康
で
い
る

こ
と
で
す
（
六
方
・
泉
谷
正

誼
）
。
長
い
間
続
け
て
い
る
書

道
を
月
に

1度
の

1日
を
電

話
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
遮
断
し

て

10数
枚
清
書
し
て
本
部
に

提
出
す
る
事
で
す
（
四
街
道
・

衣
斐
凉
子
）
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
。
短

歌
の
通
信
教
育
受
講
と
募
集

に
応
募
と
忙
し
く
健
康
な
毎

日
を
送
る
こ
と
が
生
き
が
い

に
な
っ
て
ま
す
（
小
守
屋
う
た

子
）
。
草
花
の
咲
き
乱
れ
る
こ

の
時
期
が
大
好
き
で
す
。
足
元

の
美
し
い
草
花
に
加
え
、
今
年

は
樹
木
の
花
を
見
上
げ
て
い

ま
す
。
と
ち
の
木
の
花
（
紅
色

・
白
色
）
の
マ
ロ
ニ
エ
の
道
を

歩
い
た
り
…
。
私
の
生
き
が
い

は
今
散
歩
で
す（
打
瀬
・
赤
坂
和

子
）
。
一
生
懸
命
働
い
て
趣
味

の
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
む
こ
と

で
す
（
花
見
川
・
山
下
盛
雄
）。

◎
家
庭
菜
園
・
畑
仕
事

・
園
芸

毎
日
健
康
で
ベ
ラ
ン
ダ
の
花
や

野
菜
の
お
世
話
が
出
来
る
事
で

す
ネ
（
高
洲
・
匿
名
）
。子
育
て

も
一
段
落
し
て
今
は
園
芸
に
は

ま
っ
て
ま
す
。
ベ
ラ
ン
ダ
で
は

今
サ
ボ
テ
ン
が
次
々
咲
い

て
、
室
内
で
は
ラ
ン
の
蕾
が
育

っ
て
ま
す
。
散
歩
中
お
庭
や
野

草
の
散
策
も
楽
し
み
で
す
（
高

洲
・
匿
名
）
。畑
仕
事
で
す
。野

菜
作
り
を
少
し
ず
つ
始
め
て

8

年
、
家
内
と
二
人
で

20種
類
ほ

ど
。今
年
は
小
麦
に
も
挑
戦
し
、

4月
末
か
ら
穂
先
が
黄
金
色

に
。
小
麦
粉
に
し
、
パ
ン
に
ピ

ザ
に
と
楽
し
み
で
す
。
が
、こ
れ

か
ら
刈
取
り
、
乾
燥
、脱
穀
、製

粉
と
、
さ
て
ど
う
な
る
や
ら
ワ

ク
ワ
ク
で
す
（
高
洲
・
岩
田
和

洋
）
。
家
庭
菜
園
で
安
心
安
全

の
野
菜
果
物
を
作
り
、
家
族
の

健
康
を
思
い
せ
っ
せ
と
料
理
す

る
。私
の
生
き
が
い
で
す
。又
稲

毛
新
聞
さ
ん
の
ク
イ
ズ
の
つ
な

が
り
を
持
て
て
幸
せ
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
千
城

台
東
・
佐
藤
礼
子
）
。
生
き
が

い
は
健
康
と
体
力
維
持
を
兼

ね
、
家
庭
菜
園
で
雑
草
を
刈
り
、

耕
し
野
菜
の
栽
培
で
汗
を
流
し

収
穫
出
来
た
喜
び
を
得
る
事
で

す
（
小
仲
台
・
森
田
一
雄
）
。

◎
美
味
し
い
物
を
食

べ
た
り
飲
ん
だ
り

　
美
味
し
い
食
事
・
お
酒
・
妻

と
た
ま
に
行
く
温
泉
旅
行
（
高

浜
・
住
村
直
希
）
。
生
き
が
い

は
と
に
か
く
甘
く
て
美
味
し
い

ス
イ
ー
ツ
を
父
と
一
緒
に
食
べ

る
瞬
間
で
す

!和
菓
子
・
洋
菓

子
ど
ち
ら
も
大
好
き
で
幸
せ
な

ひ
と
と
き
で
す
（
幸
町
・
大
浦
穂

乃
香
）
。ご
飯
を
作
る
事
。お
い

し
い
も
の
を
食
べ
る
事
（
小
倉

台
・
阿
部
愛
）。月

に

1～

2度

孫
と
会
っ
て
、
皆
で
美
味
し
い

物
を
食
べ
る
。
月
に

1～

2度

同
年
代
の
仲
間
達
と
会
い
、
お

互
い
変
わ
り
な
い
事
を
確
認
し

つ
つ
酒
と
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む

（
四
街
道
・
島
崎
冨
士
男
）
。

毎
日
テ
レ
ビ
を
見
て
酒
を
飲
み

寝
る
こ
と
で
す（
天
台
・
山
本
信

夫
）

◎
日
々
の
当
た
り
前

で
健
康
な
生
活

長
生
き
で
す
（
打
瀬
・
播
摩
公

一
）
。
是
々
好
日
、
健
康
第
一

（
宮
野
木
・
吉
岡
保
広
）
。
今

日
一
日
が
楽
し
く
過
ご
せ
た

事
。
週
に
一
回
趣
味
に
没
頭
し

た
時
（
四
街
道
・
粟
村
道
生
）。

家
族
全
員
健
康
で
仲
良
く
過
ご

せ
て
幸
せ
で
す
（
幸
町
・
松
山
あ

さ
美
）
。
家
族
が
健
康
で
仲
良

く
過
ご
せ
て
美
味
し
い
品
を
食

べ
て
全
員
大
人
な
の
で
気
持
ち

贅
沢
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
（
幸

町
・
松
山
純
子
）
。
毎
日
、
主

人
と
散
歩
し
て
何
事
も
な
く
幸

せ
に
過
ご
す
事
。
主
人
を
健
康

に
す
る
事
（
あ
や
め
台
・
一
森
万

亀
美
）
。
毎
日
が
楽
し
く
健
康

で
、笑
顔
を
忘
れ
な
い
事（
小
仲

台
・
匿
名
）。健

康
で
毎
日
を
楽

し
く
生
活
出
来
る
事
を
目
標
に

し
て
い
ま
す（
柏
台
・
宮
野
喜
久

子
）
日
々
の
楽
し
み
と
い
え
ば

朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
に
夫
と
二
人

で
出
掛
け
、
一
日
の
始
ま
り
を

感
じ
る
事
。水
泳
や
着
付
け
、和

裁
な
ど
な
か
な
か
上
達
し
な
い

習
い
事
で
一
週
間
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
ま
す
が
、
毎
朝
の

ラ
ジ
オ
体
操
は
私
と
夫
の
健
康

の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
も
な
っ
て

い
ま
す（
小
仲
台
・
菅
野
啓
子
）。

健
康
管
理
に
気
を
付
け
、家
族
、

他
人
に
迷
惑
を
か
け
ず
、
田
舎

に
あ
る
生
家
を
守
る
事（
幸
町
・

渡
部
誠
）
。
皆
が
元
気
で
平
凡

な
日
々
を
お
く
れ
る
こ
と
（
稲

毛
東
・
鎗
目
ト
ク
）
。
毎
月
数

回
の
体
操
（
天
台
・
山
本
富
子
）

◎
旅
行

　
旅
行
。
今
は
コ
ロ
ナ
の
為
海

外
に
行
け
ず
、
禁
断
症
状
気
味

（
高
洲
・
横
谷
百
合
子
）
。
い

ろ
ん
な
所
に
旅
行
に
行
き
見
聞

を
広
め
る
事
（
八
千
代
市
・
ケ
ン

ボ
ー
）。旅

行
や
美
味
し
い
も
の

を
食
べ
る
事
で
す
（
神
明
・
加
藤

美
代
子
）
。

◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
毎
日
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
足

を
き
た
え
て
、
山
登
り
を
す
る

事
（
稲
毛
東
・
榎
本
恒
子
）
。

私
の
生
き
が
い
は

1日

1時
間

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

3度
の
食

事
を
お
い
し
く
頂
く
こ
と
。
健

康
に
生
ん
で
く
れ
た
母
親
に
日

々
感
謝
の
気
持
ち
で
す
。
こ
の

生
活
が
出
来
る
事
に
幸
せ
を
感

じ
て
い
ま
す（
高
洲
・
横
山
由
美

子
）
。す
が
す
が
し
さ
を
感
じ
な

が
ら
の
早
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

路
傍
の
草
花
、
樹
木
を
愛
で
な

が
ら
今
日
も
元
気
で
行
こ
う
と

　
活
を
入
れ
て
い
ま
す
（
東
千

葉
・
会
沢
福
子
）
。

◎
ラ
ジ
オ
を
聴
く
・
好

き
な
音
楽
を
聴
く

　
ラ
ジ
オ
を
聴
く
こ
と
（
稲
毛

東
・
匿
名
）。好

き
な
音
楽
を
聴

く
こ
と（
花
見
川
・
梅
田
敏
紀
）。

好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
音
楽

を
聴
い
た
り
、
好
き
な
俳
優
の

ド
ラ
マ
、
映
画
を
鑑
賞
す
る
事

（
仁
戸
名
・
伊
部
桃
子
）
。
な

つ
メ
ロ
を
聞
き
な
が
ら
、
飲
み

な
が
ら
料
理
し
て
い
る
と
き
で

す（
朝
日
ヶ
丘
・
横
須
賀
和
男
）。

◎
仕
事
や
勉
強

　
多
少
難
解
な
英
語
が
お
お
よ

そ
聴
き
取
れ
た
時
で
す
（
稲
毛

東
・
広
瀬
幹
生
）
。
①
漢
字
教

育
師
士
の
資
格
を
生
か
し
て
子

供
か
ら
大
人
ま
で
希
望
者
を
教

え
る
こ
と
②
趣
味
の
詩
吟
を
吟

じ
る
こ
と
③
孫
の
成
長
を
見
守

る
こ
と
（
浜
野
・
柳
澤
範
光
）。

健
康
で
仕
事
を
も
う
少
し
続
け

る
事
。
そ
し
て
コ
ロ
ナ
が
収
束

し
ま
し
た
ら
好
き
な
旅
行
が
し

た
い
で
す
。
健
康
が
一
番
だ
と

思
い
ま
す
（
あ
や
め
台
・
本
間
京

子
）
。

72才
で
す
が
週

5日（

1

日

3～

4時
間
）
仕
事
し
て
ま

す
。
体
に
良
い
し
仲
間
と
談
笑

す
る
の
が
楽
し
い
で
す
。

T
V

で
や
る
映
画
と
外
国
ド
ラ
マ
も

楽
し
ん
で
ま
す（
花
見
川
・
儀
藤

晴
夫
）
。
仕
事
で
の
結
果
（
幕

張
・
志
村
泰
）
。

◎
ペ
ッ
ト
の
世
話

　
特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
々

愛
猫
の
世
話
！
人
間
で
い
え
ば

も
う

60才
位
で
す
が
、
も
う
可

愛
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
も
っ

と
長
生
き
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
。
と
て
も
動
物
に
は
癒
さ
れ

ま
す（
小
仲
台
・
山
内
富
士
子
）。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
自
宅
で
過
ご

す
時
間
が
多
く
な
っ
た
こ
の

頃
。
可
愛
い
猫
と
接
す
る
時
間

が
多
く
な
り
、
よ
り
一
層
癒
さ

れ
て
い
ま
す

!（
千
城
台
南
・

豊
田
京
子
）
。

◎
そ

の
他

　
一
人
で
バ
ス
ツ
ア
ー
に
行
く

事
や
、
芸
能
人
か
ら
写
真
を
撮

っ
た
り
、
サ
イ
ン
を
貰
う
事
が

生
き
が
い
で
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
出
来
な
い
の
が

残
念
で
す
（
み
つ
わ
台
・
吉
川

洋
）
。
夕
飯
時
の
夫
と
の
お
疲

れ
乾
杯
ビ
ー
ル
で
す
。
去
年
引

っ
越
し
て
き
た
直
後
に
コ
ロ
ナ

が
流
行
り
始
め
、
仕
事
も
在
宅

に
代
わ
り
、
家
の
近
所
へ
し
か

出
歩
け
て
お
ら
ず
、
稲
毛
の
町

も
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
事
ば
か

り
で
、
今
の
と
こ
ろ
そ
ん
な
中

で
の
日
頃
の
唯
一
の
楽
し
み
な

の
で
す（
小
中
台
・
若
生
佑
衣
）。

大
谷
選
手
、
藤
井
聡
太
王
位
の

こ
れ
か
ら
の
記
録
が
楽
し
み
と

夜
の
一
杯
の
ビ
ー
ル
か
な
（
稲

毛
海
岸
・
長
堀
幸
子
）
。毎
夜
、

日
本
酒
を
飲
み
な
が
ら
読
書
三

昧
。
至
福
の
時
で
す（
検
見
川
・

荒
木
昭
治
）
。
家
族
と
夕
食
の

時
（
小
倉
・
峰
岸
仁
）
。
疲
れ

た
時
に
ス
ー
パ
ー
銭
湯
に
行
っ

て
サ
ウ
ナ
～
水
風
呂
に
入
る
事

で
す
。
風
呂
上
が
り
に
生
ビ
ー

ル
が
あ
る
と
最
高
で
す
ね
（
貝

塚
・
佐
藤
宏
樹
）
。あ
そ
び
、よ

く
働
き
、
好
き
な
事
が
で
き
る

事
（
花
見
川
・
浅
井
和
恵
）。豊

か
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る

時
、
生
き
が
い
を
感
じ
ま
す（
八

千
代
・
牧
け
い
子
）
。
友
人
、知

人
た
ち
と
の
手
紙
交
流（
村
田
・

佐
藤
武
）。家

族
と
い
っ
し
ょ
に

過
ご
す
事
（
み
つ
わ
台
・
ぼ
く
ち

ゃ
ん
）
。ジ
ャ
ン
ボ
モ
ナ
カ
を
食

べ
な
が
ら
フ
ァ
ミ
ス
タ
を
や
る

事
（
高
洲
・
一
ノ
瀬
明
訓
）。子

育
て
中
な
の
で
、

1人
で
何
か

出
来
る
の
は
最
高
に
幸
せ
を
感

じ
ま
す
（
小
仲
台
・
國
吉
寿
美

礼
）
。良
き
友
と
飲
み
な
が
ら
唄

う
こ
と
（
真
砂
・
原
健
）。好

き

な
洋
裁
・
ミ
シ
ン
を
使
い
作
品

を
完
成
さ
せ
る
事
（
マ
ス
ク
・
洋

服
な
ど
）
（
幸
町
・
ば
あ
ば
）。

昨
年

11月
末
で
仕
事
を
引
退

し
、
今
何
か
や
り
た
い
の
で
思

案
中
で
す
。
と
り
あ
え
ず
毎
日

散
歩
し
て
お
り
ま
す
。

8千
歩

位
（
小
中
台
・
平
松
建
三
）。楽

し
い
事
、き
れ
い
な
物
、素
晴
ら

し
い
風
景
、
も
う
一
度
体
験
し

た
い
で
す
。
孫
の
成
長
も
楽
し

み
で
す
（
小
仲
台
・
橋
村
礼
子
）。

宇
宙
を
作
っ
た
方
に
仕
え
て
い

く
こ
と
（
椿
森
・
上
田
晃
之
）
。

生
き
が
い
と
い
え
る
も
の
は
無

い
で
す
ね
。
日
々
の
何
気
な
い

出
来
事
か
な
？（
黒
砂
台
・
中
村

博
之
）
。私
の
生
き
が
い
は「
家

族
」
で
す
。家
族
と
過
ご
す
時
間

が

1番
落
ち
着
き
、
が
ん
ば
れ

ま
す
（
朝
日
ヶ
丘
・
み
る
ち
ゃ
）。

現
在

70過
ぎ
て
も
お
仕
事
。
現

在
週

3日
、

1日

4時
間
。そ
の

後
温
泉
に
入
っ
て
帰
る
の
が
生

き
が
い
で
す
ね
（
高
浜
・
寺
島
裕

子
）
。
①
お
年
寄
り
を
大
切
に

（
他
人
に
）②
偕
老
同
穴（
高
洲

・
宇
都
宮
亮
）。私

の
今
の
生
き

が
い
は

4月
下
旬
か
ら
入
院
し

て
い
る
妻
が
元
気
に
な
っ
て
早

く
家
に
戻
っ
て
き
て
く
れ
る
こ

と
で
す
（
貝
塚
・
阿
久
津
政
幸
）。

千
葉
ロ
ッ
テ
を
応
援
し
て
る
時

と
勝
っ
た
時

!（
花
見
川
・
相

馬
順
子
）。人

の
役
に
立
つ
存
在

で
あ
る
こ
と
で
す
（
小
仲
台
・
齋

藤
節
）
。
以
上
。
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先
月
の
ア
ン
ケ

ー
ト
テ
ー
マ「

あ
な

た
の
生

き
が

い
」

　
先
月
号
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
「
み
な
さ
ん
の
生
き
が
い
を
教
え
て
下
さ
い
」
で
し
た
。毎
回
た
く
さ

ん
の
お
ハ
ガ
キ
・
メ
ー
ル
・

F
A
Xを

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
な
か
で
も「
お
子
さ
ん
や
お
孫

さ
ん
の
成
長
」
や
「
趣
味
を
楽
し
む
」
と
い
う
回
答
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。健
康
維
持
の
た
め

に
日
々
続
け
て
い
る
こ
と
や
毎
日
の
日
課
が
、
そ
の
ま
ま
生
き
が
い
に
な
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
で
は
在
宅
時
間
が
増
え
た
こ
と
か
ら
家
で
の
楽
し
み
も
多
様

化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

子
ど
も
や
孫
の
成
長
・
趣
味
を
楽
し
む

あなたの健康の秘訣

（７）令和３ 年 6 月 4 日 発行 第 297 号稲毛新聞

【
ク
イ
ズ
の
応
募
方
法
】
　

　
左
記
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ

の
順
に
文
字
を
並
べ
る
と
言
葉

に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
言
葉
と
ア
ン
ケ
ー
ト
の

質
問
内
容
を
ハ
ガ
キ
に
書
い
て

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
。〒
２
６
３
‐
０
０
４

３
稲
毛
区
小
仲
台
２
～
５
～
２

～
１
０
０
１
「
稲
毛
新
聞
ク
イ

ズ
係
」宛
。な
お
、応
募
は
メ
ー

ル
で
も
受
付
Ｏ
Ｋ
で
す
。

※
今
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト

テ
ー
マ
「
健

康
の
秘
訣

」

　
み
な
さ
ん
は
健
康
維
持
の
た

め
に
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま

す
か
？

　
散
歩
や
運
動
、食
事
に
気
を
付

け
る
、ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
、

な
ど
、昔
か
ら
続
け
て
い
る
習
慣

や
普
段
か
ら
気
を
付
け
て
い
る

こ
と
、こ
れ
か
ら
挑
戦
し
よ
う
と

思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、な
ん
で

も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

締
切
・
令
和

3年
６
月

20日
（
当
日
消
印
有
効
）

今
月
の
賞
金
・
賞
品

☆
一
等
賞
＝
１
万
円（

1名
）

☆
二
等
賞
＝

5千
円（

2名
）

☆
名
古
屋
製
酪
賞
＝
無
臭
ニ
ン

ニ
ク
あ
ほ
え
ん（
５
名
様
）

☆
図
書
カ
ー
ド（

3名
様
）　

☆
ア
ク
ア
リ
ン
ク
賞
＝
ス
ケ
ー

ト
リ
ン
ク
滑
走
券（

5組
）

５
月
号
の
当
選
者

　
５
月
号
の
答
え
は
サ
ツ
キ

バ
レ
ダ
ネ
で
し
た
。抽
選
の
結

果
次
の
方
が
当
選
し
ま
し
た
。

【
敬
称
略
】

☆
一
等
賞
・

1万
円
＝
鈴
木
志

穂（
稲
毛
東
）

☆
二
等
賞
・
５
千
円
＝
吉
川
洋

（
み
つ
わ
台
）加
藤
剛（
朝
日
ヶ

丘
）

☆
名
古
屋
製
酪
賞
・
無
臭
ニ
ン

ニ
ク
あ
ほ
え
ん
＝
志
村
泰（
幕

張
）阿
部
愛（
小
倉
台
）宇
都
健

一（
八
千
代
）相
京
喜
代
子（
真

砂
）赤
坂
和
子（
打
瀬
）

☆
図
書
カ
ー
ド
賞
・
千
円
の
図

書
カ
ー
ド
＝
粟
村
道
生（
四
街

道
）中
村
博
之（
黒
砂
台
）相
馬

順
子（
花
見
川
）

☆
ア
ク
ア
リ
ン
ク
ち
ば
賞
・
ペ

ア
滑
走
券
＝
大
井
久
子
・
岩
田

和
洋（
高
洲
）山
下
盛
雄（
花
見

川
）峰
岸
仁（
小
倉
台
）前
田
弥

栄
子（
幸
町
）

　
以
上
。

読読
者者
のの
声声

今月のアンケート・テーマ

→ヨコのカギ
②樹皮の糸で織ったアイヌの人が着る上着。
④御飯。

⑥野暮⇔
⑧はずれ。
⑨行動を起こす前にする。

⑩お寿司屋さんが寿司を入れて配達。
⑪海水が揺れ動く。
⑬夜の野球のゲーム。

↓タテのカギ
①窓、コップ、板。割れやすいもの。

②今日の次の日。
③干すと香りが高い茶色のきのこ。
⑤黒い墨で料理のアクセサリー。

⑦日本の国花。
⑨波の音。
⑪むらさき色の野菜、漬物がおいしい。

⑫自動車。

　
令
和
３
年
４
月

8日
に
亡
く

な
っ
た
稲
毛
新
聞
社
前
社
長
、

佐
藤
正
成
の
後
を
継
い
で
代
表

を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

妻
の
佐
藤
節
子
と
申
し
ま
す
。

私
た
ち
夫
婦
に
と
っ
て
稲
毛
新

聞
は
二
人
で
作
り
上
げ
て
き
た

子
ど
も
の
よ
う
な
存
在
で
す
。

こ
の
先
も
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に

頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
変

わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
主
人
の
お
墓
は
成
田
に
あ
り

ま
す
。
主
人
の
実
家
は
秋
田
の

山
奥
で
す
が
、
遠
す
ぎ
る
か
ら

と
若
い
頃
に
頑
張
っ
て
ロ
ー
ン

で
手
に
入
れ
ま
し
た
。
と
て
も

広
々
と
し
た
墓
地
で
、
手
入
れ

の
行
き
届
い
た
き
れ
い
な
お
墓

が
並
ん
で
い
ま
す
。
美
白
の
女

王
と
言
わ
れ
た
鈴
木
そ
の
子
さ

ん
の
お
墓
も
す
ぐ
近
く
に
あ
り

ま
す
。
広
く
て
ス
テ
ー
ジ
の
様

で
、
い
か
に
も
そ
の
子
さ
ん
ら

し
い
お
墓
で
す
。
　

成
田
空
港
に
近
い
場
所
で
頭

の
上
を
外
国
の
飛
行
機
が
ひ
っ

き
り
な
し
に
飛
ぶ
の
が
難
点
で

す
。
飛
行
機
は
そ
れ
ぞ
れ
自
国

の
マ
ー
ク
な
ど
つ
け
て
カ
ラ
フ

ル
で
美
し
い
の
で
す
が
、
爆
音

が
ひ
ど
く
て
、
と
て
も
安
ら
か

に
眠
れ
る
と
は
言
え
な
い
雰
囲

気
で
す
（
苦
笑
）
。

　
亡
く
な
っ
た
次
男
の
命
日
に

主
人
と
お
墓
参
り
を
し
た
時
の

こ
と
で
す
が
、
主
人
は
必
ず
お

線
香
を
先
ず
向
こ
う
３
軒
両
隣

の
お
墓
に
お
供
え
し
一
礼
し
て

か
ら
家
の
お
墓
に
お
線
香
を
上

げ
て
拝
む
の
が
常
で
し
た
。

　
私
は
主
人
の
そ
の
習
慣
が
と

て
も
好
き
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

主
人
の
お
墓
参
り
を
す
る
と
き

は
主
人
が
し
て
い
た
様
に
、
私

も
向
こ
う
３
軒
両
隣
に
お
線
香

を
供
え
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
　

（
節
）

●
徴
収
は
迅
速
、

支
給
は
…
。

　
今
年
も
ま
た
固
定
資
産
税
、

自
動
車
税
の
納
税
用
紙
が
送
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
我
が
家
は
家

族
３
人
が
そ
れ
ぞ
れ
車
を
所
有

し
て
い
る
の
で
当
然
３
台
分
、

そ
こ
そ
こ
の
金
額
に
な
り
ま
す

が
即
日
納
め
ま
し
た
。
固
定
資

産
税
も
し
か
り
。

　
昨
年
の
ひ
と
り
１ ０
万
円
の
給

付
金
や
、
今
苦
し
ん
で
い
る
飲

食
店
な
ど
へ
の
保
証
金
は
支
給

が
す
ご
く
遅
い
け
ど
、
徴
収
す

る
方
は
非
常
に
迅
速
で
す
よ

ね
。
期
限
も
し
っ
か
り
決
め
て

く
る
し
…
。
知
人
の
飲
食
店
オ

ー
ナ
ー
さ
ん
は
「
手
続
き
も
申

請
も
複
雑
で
面
倒
、
そ
れ
に
い

つ
ま
で
経
っ
て
も
入
金
さ
れ
な

い
」
と
嘆
い
て
い
ま
し
た
。

　
更
に
言
う
と
昨
年
、
国
民
全

員
へ
の
１ ０
万
円
の
給
付
金
、
当

時
自
民
党
総
裁
選
を
戦
っ
て
い

た
石
破
茂
氏
は
出
演
し
た
ラ
ジ

オ
の
番
組
で
「
給
付
金
は
当
然

１
回
っ
き
り
の
話
で
は
な
い
」

と
発
言
し
て
い
ま
し
た
。
結
果

は
ご
存
知
の
通
り
。
こ
の
コ
ロ

ナ
禍
で
所
得
が
減
っ
た
人
や
仕

事
そ
の
も
の
を
失
っ
た
人
、
生

活
に
困
窮
し
て
い
る
人
た
く
さ

ん
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
一
律
の
給
付
が
難
し

い
な
ら
自
動
車
税
や
固
定
資
産

税
な
ど
の
免
除
、
あ
る
い
は
一

部
補
助
な
ど
の
政
策
が
出
来
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。
一
日
も
早

く
現
金
が
必
要
な
人
も
い
る
で

し
ょ
う
。
政
府
に
は
国
民
の
声

は
届
か
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

（
緑
区
・
Ｂ
Ｋ
Ｂ
）

●
除
湿
剤
が
活
躍
中

　
梅
雨
の
時
期
に
な
る
と
家
の

中
で
除
湿
剤
が
活
躍
し
て
く
れ

ま
す
。
私
は
一
年
中
、除
湿
剤
を

活
用
し
て
い
て
、
ク
ロ
ー
ゼ
ッ

ト
や
押
し
入
れ
、
キ
ッ
チ
ン
の

戸
棚
、
靴
箱
な
ど
あ
ら
ゆ
る
と

こ
ろ
に
除
湿
剤
を
置
い
て
い
ま

す
。
以
前
は
家
電
の
除
湿
器
を

使
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
が
古
く
な
り
電
気
代

も
気
に
な
る
の
で
や
め
ま
し

た
。

　
湿
気
は
下
が
っ
て
い
く
た
め

押
し
入
れ
は
除
湿
剤
を
一
番
下

に
置
く
と
い
い
そ
う
で
す
。
部

屋
は
空
気
が
停
滞
す
る
四
隅
に

置
く
と
効
果
的
だ
そ
う
で
す
。

そ
れ
か
ら
水
が
満
杯
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
も
の
を
放
置
し
て
お

く
と
湿
気
の
元
に
な
る
の
で
、

満
水
に
な
っ
た
ら
早
め
に
交
換

し
た
ほ
う
が
よ
い
と
聞
い
て
実

践
し
て
い
ま
す
。

　
除
湿
剤
の
効
果
は
、
後
日
た

ま
っ
た
水
を
見
る
と
実
感
で
き

ま
す
。
特
に
梅
雨
の
時
期
は
、家

の
中
も
湿
気
が
多
く
普
段
よ
り

ぐ
ん
ぐ
ん
と
水
を
吸
っ
て
く
れ

る
の
で
、
水
が
溜
ま
る
の
も
か

な
り
早
く
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ

と
変
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
「
こ

ん
な
に
水
が
溜
ま
っ
て
い
る
」

と
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
が
楽
し
み

な
っ
て
い
ま
す
（
笑
）
。

　
溜
ま
っ
た
水
は
除
草
剤
や
虫

よ
け
に
使
え
る
と
い
う
情
報
を

見
つ
け
た
の
で
、
捨
て
ず
に
そ

の
水
を
庭
や
ベ
ラ
ン
ダ
に
撒
い

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
効
果

は
い
か
に
…
。

　
除
湿
剤
を
使
う
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
、
お
布
団
な
ど
押
入
れ

に
し
ま
っ
て
い
る
も
の
に
カ
ビ

が
生
え
る
こ
と
は
な
い
の
で
助

か
っ
て
い
ま
す
が
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
ゴ
ミ
が
増
え
る
こ
と
も

気
に
な
り
、
最
近
で
は
除
湿
剤

の
詰
め
替
え
タ
イ
プ
も
積
極
的

に
使
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

（
中
央
区
み
ず
と
り
ぞ
う
さ

ん
）

●
Ｕ
Ｒ
あ
や
め
台
団
地

　
団
地
に
は
事
情
が
あ
っ
て
住

み
着
い
て
い
る
ノ
ラ
ネ
コ
が
い

ま
す
。
そ
ん
な
中「
エ
サ
は
や
る

な
！
」
と
い
う
声
も
。

　
餓
死
さ
せ
ろ
と
い
う
こ
と
だ

な
。
世
話
を
し
て
い
た
人
は
、そ

の
声
を
耳
に
し
病
ん
で
し
ま
っ

て
い
る
。
共
存
は
で
き
な
い
も

の
だ
ろ
う
か
。
心
優
し
い
人
に

救
い
を
求
め
た
い
。
お
腹
を
す

か
せ
た
ノ
ラ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
保

護
団
体
や
命
を
大
切
に
す
る
人

と
出
会
え
な
い
か
な
あ
（
匿
名
）

●
愛
車
自
慢

　
３ ０
年
以
上
前
の
一
九
九
〇
年

式
、
マ
ツ
ダ
の
ル
ー
チ
ェ
に
乗

っ
て
い
ま
す
。
今
か
ら
９
年
前

に
食
品
会
社
の
社
用
車
だ
っ
た

車
輌
を
譲
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
古
い
車（
旧
車
）に
興
味
は

あ
っ
た
の
で
す
が
、
維
持
や
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
に
自
信
が
な
か
っ

た
の
で
迷
い
ま
し
た
が
、
当
時

ま
だ
走
行
距
離
が
２
万
キ
ロ
に

満
た
な
か
っ
た
こ
と
と
、
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
も
非
常
に
良
か
っ

た
の
で
乗
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
い
ざ
所
有
し
て
み
る
と
、不

思
議
な
高
揚
感
に
包
ま
れ
ま

す
。
走
っ
て
い
て
同
じ
車
と
す

れ
違
う
こ
と
は
皆
無
、
信
号
待

ち
で
ジ
ロ
ジ
ロ
見
ら
れ
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
。
バ
ブ
ル
の
時
代

の
マ
ツ
ダ
の
高
級
車
は
作
り
も

し
っ
か
り
し
て
い
て
乗
り
心
地

も
上
々
。
現
代
の
車
と
比
べ
て

し
ま
え
ば
そ
れ
は
３ ０
年
前
の
車

で
す
。
燃
費
も
悪
い
で
す
。し
か

し
運
命
的
に
出
逢
っ
て
し
ま
っ

た
こ
の
車
、
長
く
乗
り
続
け
る

つ
も
り
で
す
。（
小
仲
台
・
中
川
）

●
五
輪
中
止

　

5月

26日
の
朝
日
新
聞
の
社

説
は
、
五
輪
中
止
を
首
相
に
求

め
る
と
あ
る
。
だ
が
当
た
り
前

だ
。
人
が
大
勢
集
ま
る
こ
と
は

や
め
た
ほ
う
が
い
い
。
為
政
者

と
い
う
の
は
、
そ
ん
な
こ
と
を

や
る
と
そ
れ
が
一
つ
の
「
業
績
」

に
な
る
と
で
も
考
え
て
い
る
の

か
。
愚
か
な
こ
と
だ
。社
説
で
論

じ
る
ま
で
も
な
く
、
密
集
は
避

け
る
べ
き
だ
。
新
聞
の
社
説
が

そ
ん
な
こ
と
を
書
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
世
間
の
常
識
が

低
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
を
露
呈

し
て
い
る
。
五
輪
を
中
止
し
て

困
る
と
い
う
人
は
い
な
い
だ
ろ

う
。
社
説
で
わ
ざ
わ
ざ
論
じ
る

ま
で
も
無
い
こ
と
だ
。
し
か
し
、

新
聞
が
書
か
な
い
と
首
相
は
突

っ
走
る
の
か
。
情
け
な
い
首
相

だ
。
政
治
は
そ
こ
ま
で
貧
困
な

の
か
。
（
藤
本
　
豊
）

●
親
子
三
代
夏
祭
り
中
止

　
楽
し
み
に
し
て
い
た
親
子
三

代
夏
祭
り
が
今
年
も
コ
ロ
ナ
で

中
止
に
な
っ
た
。
二
年
連
続
で

夏
の
風
物
詩
が
な
く
な
り
寂
し

い
限
り
だ
。
（
園
生
町
・
ト
ミ
）


